
く
ら
し
・
福
祉
優
先
の
予
算

に
転
換

この役割を、引き続き果たさせてください

　
菅
谷
市
政
が
誕
生
し
て
３
年
。
市
民
の
世
論
と
運
動
、
日
本
共
産
党
の
提
案
が
市
政
を
大
き
く
動
か
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
願
い
を
市
政
に
届
け
、
実
現
の
た
め
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。

くらし、 福祉、 子育て優先の

市政の前進に大きな役割を発揮

松本民報　4月号外　　日本共産党中信地区委員会　松本市井川城1-5-3　電話27-1122　ＦＡＸ27-1190　　　日本共産党の見解を紹介します。

子
育
て
応
援
が
前
進

国
保
証
の
と
り
あ
げ
を

や
め
さ
せ
ま
し
た
　
　

「
国
の
悪
政
か
ら
く
ら
し
を

守
る
施
策
を
」
と
建
設
的
提
案

　
住
民
税
や
国
保
税
、
介
護
保
険
料
の
相
次

ぐ
増
税
、
負
担
増
に
「
こ
れ
以
上
負
担
が
増
え

た
ら
暮
し
て
い
け
な
い
」「
年
寄
り
は
死
ね
と

い
う
こ
と
か
」
と
不
安
と
怒
り
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
「
市
民
の
負
担
軽
減
を
」

と
、
今
年
の
２
月
議
会
で
は
「
介
護
保
険
料
の

引
き
下
げ
」「
介
護
認
定
者
へ
障
害
者
控
除
の

申
請
書
の
発
行
」
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
全
国
で
は
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
を
払
え
ず
に
正
規
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ず
、
受
診
を

控
え
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
、
「
手
遅
れ
」
で
命
を
失
う
な
ど
、
大
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
松
本
市
で
は
日
本
共
産
党
だ
け
が
、
「
国
保
証
は
命
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
繰
り
返
し

議
会
で
発
言
、
滞
納
が
あ
っ
て
も
国
保
証
を
発
行
す
る
よ
う
求
め
、
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
値
上
げ
幅
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
国
保
税
減
免
制
度
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
有
賀
市
政
の
と
き
か
ら
、
大
型
公
共
事
業
優
先
の
予
算
の
使
い

方
を
、
く
ら
し
優
先
の
予
算
に
見
直
す
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
菅
谷
市
長
誕
生
に
力
を
尽
く

し
、
く
ら
し
・
福
祉
優
先
へ
税
金
の
使
い
方
を
切
り
か
え
ま
し
た
。

市
の
借
金
も
３
年
連
続
で
減
ら
し
て
い
ま
す
。

日本共産党

●
保
育
料
の
引
き
下
げ
が
実
現
。

●
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
は
就
学
前
ま
で
の

　
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
30
人
規
模
学
級
が
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大
。

●
中
学
校
の
適
応
指
導
・
学
習
指
導
改
善
教
員

　
が
２
校
に
１
校
に
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

　
ま
し
た
。

●
介
護
保
険
の
利
用
料
、
障
害
者
自

　
立
支
援
の
減
免
制
度
が
実
現
。

●
介
護
ベ
ッ
ド
の
レ
ン
タ
ル
費
用
の

　
助
成
制
度
が
実
現
。

発
言
し
た
の
は

日
本
共
産
党
だ
け

日本共産党の現職（井川城）は

「調査と分析力するどく　チェックと提案」

　5期20年、「住民の利益第一」で一貫して論戦をリード。

その発言と提案は定評があります。

　身近な地域の相談から、市全体のことまで、くらし・

福祉、生活環境など、いつも正面から全力でとりくむ人。

市議会になくてはならない人。

格差が広がる今こそ、ためされず

みのベテランが必要です。



住民税増税、国保税・介護保険料値上げに、「もう暮していけない」の声が･･･

国の悪政からくらしを守る施策を

くらし、福祉の願い最優先で
　●高齢者福祉施設の充実で待機者をなくします。

　●高齢者や高校生などの交通手段を確保します。

　●生活保護が受けられるよう、住宅の斡旋や「家賃補助」を充実します。

　●「住宅相談総合窓口」の設置で、住まいの悩みにこたえます。

　●障害者の負担を軽減するための独自支援策をさらに充実します。

安心して子育てできる環境を整えます
　●いじめへの懲罰的対応ではなく、すべての子どもを人間として

　　大切にする教育をめざします。

　●全ての小学校区に児童センターをつくります。

　●中学校まで30人規模学級を広げます。

　●放課後児童クラブの充実をはかります。

　●病児保育を新設します。

中小業者と農業を応援し、仕事と雇用を増やします
●松本市独自の農業と農家を応援する農村振興計画を早急に策定するよう求めます。

●商店街の歴史・文化に光をあて、観光ともあわせ、いきいき街づくりをすすめます。

●ものづくりは地場産業と連携を図り、製品の販路までの支援をします。

●環境に配慮した自然エネルギーの活用で地球温暖化対策をさらにすすめます。

市民参加の市政の前進を
●芸術監督制度の見直しなど、維持費６億円の市民芸術館の運営を改善します。

●ＮＰＯ活動を支援し、協働をすすめます。

●不公正な同和行政は、完全終結をめざします。

こんな時

だからこそ

●介護保険料・国保税を引き下げます。

●介護認定者が障害者控除を受けられるようにします。

●子どもの医療費を小学校卒業まで窓口無料にします。

この６月、昨年につづいて住民税大増税の痛みが･･･

　2003年の総選挙で定率減税の廃止、年金

課税の強化を公約したのが公明党。その

後、自民・公明政府がこれを強行、その影

響で昨年6月に一気に負担が増やされまし

た。さらに、この6月、定率減税全廃の影

響で、ふたたび負担増が押しつけられるこ

とに（グラフ参照）。国の悪政から、くら

しを守る市政が切実に求められています。
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介護保険料

国保税

所得税

住民税

年金180万円の一人暮らしの
お年寄りの負担増（松本市の場合）

増税戦犯・
公明党

「公明党
のメンバー

の一人は『
うちが

（定率減税
見直しの言

い出しっ
ぺだか

ら･･･』と
言って、力

なく笑った
」（『東

京』04年
12月16日

付）。

住民税増
税をいいだ

し、自民党
と

くんで強
行したの

は公明党
です。

日本共産党は、増税・負担増に反対し、格差をただすために全力をつくします

「病気休職中の夫の介護で私は働けません。介護保険は使えず、たった一人での介護は大変です」（50代・女性）

「少子化をいうなら子育て支援を一番にすすめてほしい。支援してもらえるという安心感がほしい」（50代・女性）

「大型店ばかりで町の中心が寂れてしまう。昔からの商店街が元気になるような対策を」（40代・男性）

日
本
共
産
党
の

提
案


